
両備自動車株式会社

乾留熱分解【油化】装置による
廃タイヤリサイクル事業のご案内



SK型乾留熱分解装置によるリサイクルビジネスとは
■SK型乾留熱分解装置とは……

　固形物を空気のない状態で加熱し、気体や油分を生成させ、生成物と残留物に分離する方式です。本装置は、
焼却炉に該当しないため、廃掃法15条上の「設置許可」や「環境アセスメント」は不要です。

■廃タイヤの再生リサイクルビジネスとは……
　廃タイヤの場合、最大で再生油約40・再生カーボン約35・再生スチール約10（いずれも最大値）が回収できます。
　今回のご提案は、中間処理の資格を取得して頂き、逆有償（処分費）の売上と全ての再生品を二次製品として
外販する２種類の売上計上が可能な高効率ビジネスモデルのご案内です。

■原料の処理可能な大きさと日量最大処理量……
　乗用車用タイヤならば破砕不要でそのまま熱分解装置に投入可能です。熱分解容器は、１カートリッジ６㎡の容量
があり、SK-200型の場合、１バッチで計約1.1トン、１日/24時間６バッチ×２炉計約12トンのタイヤを処理可能です。

■廃タイヤ調達先と再生品の外販先確保をサポート……
　廃タイヤの調達、二次製品の買取先の確保は私達がいちからお手伝い致します。尚、廃タイヤの逆有償価格
（処分料金）や二次製品の販売価格は、地域や時期により相場が異なります。詳しくは直接お問合せください。

SK型油化装置の特色

■本システムの特色……
① 日本製の廃プラ・廃タイヤ用の乾留熱分解装置で、国内特許取得（発明者:松原宏行）済みの製品です。
② 環境省が平成17年２月に政令で規定した焼却炉に該当しない油化装置に唯一適合する製品です。
③ 乗用車用廃タイヤの場合、破砕、チップ化等の前処理は不要です。
④ バッチ式ですから、構造がシンプルでメンテナンスも比較的容易です。
⑤ 装置の熱源は、再生油を燃焼バーナーで自己消費（投入原料比凡そ10%）するECO方式です。
⑥ �乾留熱分解方式の処理工程は、処理物を間接加熱で熱分解（ガス化）したガスを「冷却→液化→油水分離」

といった工程を経て燃料として回収します。最後に熱分解容器に残るのが再生カーボンと再生スチールになり
ます。

⑦ 中間処理業の資格取得をご希望のお客様向けには、申請書作成代行サービス（有料）付です。
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廃タイヤ油化二次製品化ビジネスメリットの例

SK-200型乾留熱分解装置参考レイアウト

～SK-200油化装置  廃タイヤ８t/日（16h）処理として試算～

廃タイヤ油化
二次製品化事業
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ご案内

●廃タイヤはカット不要です。

●お見積範囲

　・国産乾留熱分解装置一式
　・同上設備用据え付け工事
　・中間処理申請書類代行作成

●事業主様所管工事

　・装置用建物建設工事
　・再生カーボン保管庫
　・投入前処理装置
　・門型クレーン 2.8t 吊り
　・一次側電源工事
　・装置用基礎工事
　・給排水設備工事
　・行政届出申請諸手続き
　・フォークリフト・トラック・
　　等の作業車両系
　・ドラム缶費用
　・フレコンバック費用

＊粗利の計算には別途年間経費を計上する必要がございます。各再生品の販売単価は相場により変動致します。
＊�本数値は、あくまで試算であり、お客様の事業売上を確約するものではございません。ご理解ご協力賜ります様、何卒よろしくお願い申し上げます。
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♦会社概要

商 号	 両備自動車 株式会社

本 社	 〒723-0132

	 広島県三原市長谷５丁目４番18号

	 TEL 0848-66-3111

	 FAX 0848-66-3115

環境機器事業部	 〒723-0132

	 広島県三原市長谷５丁目４番18号

	 FAX 0848-64-5915

	 メール ryobi.kankyo@eagle.ocn.ne.jp

設 立	 昭和33年２月１日

資 本 金	 48,000,000円

代 表 者	 代表取締役　松 原　宏 平

従 業 員	 15名

目 的	 １．自動車、オートバイ及びその部品・付属品の販売

	 ２．自動車、オートバイの販売

	 ３．自動車、オートバイの点検整備及び修理

	 ４．損害保険代理業及び自動車損害賠償法の基づく保険代理業

	 ５．生命保険の募集に関する業務

	 ６．エコロジー、環境関連分野の商品およびサービスの企画、開発、販売、

	 　　保守運営並びにコンサルタント業務

	 ７．環境福祉機器及びその部品・付属品の販売

	 ８．前各号に付帯する一切の事業



特許関係「油化装置関連」　  「廃タイヤ乾留装置の内圧調整扉」実用新案登録

	 登録証　登録第3074750号 【特許庁登録】

　　　　　　　　　　　　　  「廃タイヤ乾留油化装置の乾留釜」実用新案登録

	 登録証　登録第3080101号 【特許庁登録】

　　　　　　　　　　　　　  「高分子系プラスチック類非燃焼加熱油化装置システム」実用新案登録

	 登録証　登録第3095293号 【特許庁登録】

沿革「油化装置開発」	 昭和62年１月	 廃プラスチック類処理技術開発に着手

	 平成２年６月	 廃FRP船の熱分解処理装置実験開始

	 平成５年８月	 廃FRP船の熱分解処理装置実験成功

	 平成５年９月	 廃タイヤの熱分解処理装置実験開始

	 平成８年８月	 廃タイヤの熱分解【油化】実験成功

	 平成８年10月	 廃タイヤの熱分解【油化】装置販売開始

	 平成８年11月	 建設木質系廃材の熱分解【油化】装置実験開始

	 平成10年11月	 建設木質系廃材の熱分解【油化】装置実験成功

許 　 認 　 可	 昭和36年11月１日　　認証工場　３H-147

	 昭和47年２月25日　　指定工場　広-268-1234589

	 令和５年５月12日　　機械器具設置工事業

	 　　　　　　　　　　　広島県知事許可（般-５）第40846号

	 令和５年10月12日	 産業廃棄物許可

	 	 	 広島県第03406236602号

販 売 商 品	 廃タイヤ油化装置【型式TSK-200】

	 廃FRP油化装置【型式FSK-200】

	 廃PP/PE/PS油化装置【型式PSK-200】

	 廃プラ混合油化装置【型式TPSK-200】

メールアドレス	 本 社	 ryobi@ryobicars.com

	 環境事業部	 ryobi.kankyo@eagle.ocn.ne.jp

ホームページ	 http://www.ryobicars.com
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製造元：両備自動車株式会社・環境機器事業部


